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一近 世東ア ジアにお け る新 知識体系 をめ ぐって一

李 梁(弘 前大学人文学部)

、

16～18世 紀 の 後 半 期 、 東 ア ジ ア 諸 国 で 布 教 の 手 段 と して 、 欧 州 ル ネ サ ン ス 期 の

科 学 諸 芸 と い う新 知 識 の伝 播 に 最 も力 を い れ た の は 、イ エ ズ ス 会 で あ る。1514年 、

ポ ル トガ ル 国 王 の 「布 教 保 護 権 」(Padroado)が 教 皇 レ オ 十 世 の勅 書 に よ っ て 、

東 ア ジ ア ま で 拡 充 さ れ た た め 、 ポ ル トガ ル 領 東 イ ン ド(EstatodaIndiaOriental)

へ と 向 か うイ エ ズ ス 会 士 は 、 ポ ル トガ ル 人 か 否 か を 問 わ ず 、 殆 ど例 外 な く、 ま ず

一 旦 リス ボ ン に集 ま り
、 ポ ル トガ ル 国 王 に 忠 誠 を誓 い 、 そ し て 王 室 か らの 許 可 と

援 助 と を 受 け て 、は じ め て リ ス ボ ン か ら乗 船 して 各 布 教 地 へ と旅 立 っ た の で あ る 。

当 時 、 ポ ル トガ ル に集 結 した イ エ ズ ス 会 士 は 大 抵 コイ ン ブ ラ 大 学 を は じめ 、

ポ ル トガ ル 国 内各 地 の コ レジ オ で 哲 学 、 神 学 、 修 辞 学 お よ び 数 学 な ど を勉 強 し 、

そ し て イ ン ドの ゴ ア 、 中 国 の マ カ オ の コ レ ジ オ で さ ら に 種 々 の 学 問 や 知 識 の研 鑽

に励 み 、 充 分 一 人 前 の 宣 教 師 と認 め られ る よ う に な っ て か ら、 は じ め て イ ン ド各

地 、 お よ び 東 ア ジ ア 諸 国 へ と派 遣 さ れ る の で あ る。 と く に 、 ポ ル トガ ル が 「海 の

帝 国 」 とな る に つ れ 、 ポ ル トガ ル 以 外 出 身 の 宣 教 師 に と っ て 、 ポ ル トガ ル 語 は 、

事 実 上 、彼 らが 修 得 せ ね ば な ら な い 「第 一 外 国 語 」 で あ っ た 。マ テ オ ・リ ッチ(利

瑪 竇 、 イ タ リ ア 人)、M・ ル ッジ ェ リー(羅 明 堅 、 イ タ リア 人)、A・ シ ャ ー ル

(湯 若 望 、 ドイ ツ 人)お よ びF・ フ ェ ル ビー ス ト(南 懐 仁 、 ベ ル ギ ー 人)な どは 、

皆 コ イ ン ブ ラ大 学 で ポ ル トガ ル 語 を 勉 強 して い た とい うの は 、 そ の 証 しで あ る1。

こ う した こ と か らみ て も 、 コ イ ン ブ ラ は 、 ま さ に 近 世 初 期 、 東 ア ジ ア へ の 新 知 識

伝 播 の 出 発 点 だ っ た と言 え よ う。

ll934年 、 徳 礼 賢(P.d'Elia,S.J.)が イ エ ズ ス 会 ロー マ 公 文 書 館(ARSI)で 発 見 さ れ た ル ッ ジ

ェ リー と リ ッチ に よ る 『葡 漢 辞 典 』(DICIONt1RIOPORTUGUﾊS-CHINﾊS,1583年)の 手 書 き

原 稿 、 お よ び 日本 イ エ ズ ス 会 か ら刊 行 さ れ た 長 崎 版 『日葡 辞 書 』(VOCABVLARIODA

LINGOADEIAPAMcomadeclara鈔oemportugues,Nagasaki,1603)な ど か らみ て も 、 当 時 、東

ア ジ ア の 貿 易 、 布 教 上 に お け る ポ ル トガ ル 語 の 重 要 性 の 一 斑 を 窺 い 知 る こ とが で き る 。 ち

な み に 、 上 述 の 手 書 き 原 稿 は 、2001年 、JohnW.Witek,S.J.(魏 若 望)の 編 集 で 、 ポ ル トガ ル

国 家 図 書 館 に よ っ て 豪 華 な 装 幀 版 の 『葡 漢 辞 典 』 と して 正 式 に 出 版 され た 。 な お 、 こ こ で

い う国 籍 は 便 宜 的 な も の で あ る 。
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二 、

1549(天 文19)年 、 フ ラ ン シ ス コ ・ザ ビ エ ル が 日本 人 ア ン ジ ロ ウ に伴 わ れ て 鹿

児 島 に 上 陸 した こ と を皮 切 り に 、 以 降 、18世 紀 後 半 ま で の 、 約 二 世 紀 の 長 き に わ

た っ た 、 広 い 意 味 の 「キ リシ タ ン 時 代 」 の 幕 を切 っ て 落 と し た 。 そ の 間 、 主 と し

て イ エ ズ ス 会 に よ る 布 教 活 動 は 、 東 ア ジ ア 諸 国 に カ トリ ッ ク信 仰 とそ の 神 学 思 想

を 伝 え 、 大 い な る 思 想 的 衝 撃 を 与 え た 一 方 、 ま た 布 教 の 手 段 と して 伝 え た ヨー ロ

ッパ ル ネ サ ン ス 期 の 科 学 技 術 諸 芸 は 、 当 地 固 有 の 知 識 体 系 一 知 識 構 造 ・価 値 観 ・

認 識 論 一 を 動 揺 させ 、 や が て 一 種 の 真 新 し い 知 識 体 系 の 発 生 を誘 発 した とい う歴

史 的 事 象 は 、 広 く 知 られ て い る 。

そ うい っ た 内 外 の 研 究 は 、 重 厚 な 蓄 積 が 既 存 して い る 。 そ の 中 で 、 欧 米 で は 、

史 料 お よ び 言 語 利 用 上 の 便 利 さ も あ っ て 、数 世 紀 来 、夥 しい 研 究 成 果 が 生 み 出 さ

れ て い る。

日本 で も 、 明 治 以 降 、 優 れ た 研 究 者 が 輩 出 し、 数 多 く の 優 れ た 研 究 成 果 が 出 さ

れ て い る 。 本 研 究 と の 関連 か ら言 え ば 、 ま ず 村 上 直 次 郎 の 『耶 蘇 会 士 日本 通 信 』

(駿 南 社 、1927～28年)な ど先 駆 的 な 研 究 を 挙 げ る べ き で あ ろ う。 そ して 、 海 老

澤 有 道 の 『南 蛮 学 統 の研 究 』(創 文 社 、 昭 和33年)は イ エ ズ ス会 の 教 育 制 度 、 日本

で の 教 育 活 動 を 多 角 に検 証 し 、 再 検 討 す べ き 問題 点 が あ る も の の 、 今 日で も 必 備

の 参 考 文 献 で あ る。 さ ら に 、高 瀬 弘 一 郎 の 『キ リ シ タ ン 時 代 の 文 化 と諸 相 』(八 木

書 房 、 平 成13年)お よ び 関 連 著 書 で は 、 原 典 史 料 に 基 づ い て展 開 され た キ リ シ タ

ン 時 代 の 対 外 関 係 、 マ カ オ の コ レ ジ オ に 関 す る 緻 密 な研 究 は 、 す ぐれ て 示 唆 に 富

ん で い る 。

な お 、 関 連 史 料 の 研 究 で は 、 松 田 毅 一 著 『近 世 初 期 日本 関 係 南 蛮 史 料 の 研 究 』

(風 間 書 房 、 昭 和42年)が あ る 。 同 氏 の 『日葡 交 渉 史 』(教 文 館 、1963年)、 榎 一一

雄 の 「明 末 の マ カ オ 」(『榎 一 雄 著 作 集 』 第5巻 、 汲 古 書 院 、1993年)も 関 連 の 先

行 研 究 と し て 見 落 とせ な い 存 在 で あ る 。 と く に 、 大 庭 脩 と ロナ ル ド ・ トビ(R・

Toby)と の 共 同 研 究 で あ る"SeekKnowledgethroughoutthe〃b〃 励1η'8尸ηα"oηα1

1nformationandtheFormationofPolicyinEdo-PeriodJapanandK'ang-hisEra

China"(未 刊 行)や 山 室 信 一 の 『思 想 課 題 と し て の ア ジ ア 基 軸 ・連 鎖 ・投 企 』(岩

波 書 店 、2001年)は 、 近 年 の 刺 戟 的 研 究 成 果 と して 、 大 変 参 考 に 値 す る も の で あ

る 。

こ れ に 比 べ て 、 中 国 の 研 究 状 況 は 、 か な り複 雑 な 様 相 を 呈 して い る 。1949年 以

前 ま た は 大 陸 以 外 で は 、 陳 垣 、 張 星 娘 、 張 蔭 麟 、 方 豪 な ど は 数 々 の優 れ た 研 究 成

果 を 挙 げ て い る が 、 政 治 的 要 因 に よ り、 そ の 後 、 中 国 大 陸 で の 研 究 は 中 断 せ ざ る

を え な か っ た 。 だ が 、 こ こ 二 十 数 年 来 、 政 治 的 状 況 が 大 き く変 え 、 中 国 大 陸 で も

優 秀 な 研 究 成 果 が 次 々 と世 に 問 わ れ る よ うに な っ た 。本 研 究 と の 関 連 か ら い え ば 、

李 向 玉 の 『漢 学 家 的 揺 籃 澳 門 聖 保 禄 学 院 研 究 』(中 華 書 局 、2006年)、 董 少 新 の
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『形神之間一早期西洋 医学入華史稿』(上 海古籍出版社、2008年)は 、ともに東西

の一次史料に基づ く研究 として注 目すべき最新成果である。

しか し、 こうした研究は、大抵、いわゆる 「西力東漸」に よる東アジア諸 国の

社会 と文化の変容に注 目しているだ けであって、 「西力」 自体 の知的源泉、とく

にイエズス会 の教育ネ ッ トワー クを軸に、 ヨーロッパ と東アジア地域 とをひ とっ

有機 的知の連鎖が如何に構築 された とい う体系的考察は、管見の限 り、まだ殆 ど

為 されていない ようである2。事実、イエズス会の教育活動一 とくに科学の伝播一

の実態 に関す る系統的研究は、著名 なイタリア人科学史家UgoBaldiniが 指摘 した

よ うに、依然 として 「ある見落 とされた課題 」である3。

本研究の狙いは、可能な限 り、文献史料 と現地調査 とをつき合わせ なが ら、イ

エズス会の教育理念 とその実践活動 を通 じて、そ うした歴史的事象を検証す るこ

とにある。無論、準備 の都合 で、今 日は、全面的な研究所見を報告す るとい うよ

り、大 まかな研究構想 しかご報告す ることができず 、お詫び とともに、お許 し頂

きたいと思 う。

三 、

本報告者 は、 これ まで、漢訳西学書を通 して、16世 紀末期 か ら18世 紀の後半に

かけて、西学の東アジア地域 におけ る伝播の有 り様 を検討 してみた。そ うした試

みは、まだ緒 に着いたばか りであるが、 しか し、そ うした研究作業の中、主 とし

てイエズス会が伝 えた西学の意義を深 く理解 しようとすれば、やは り西学そのも

のの知のルー ツ、言い換 えれば知識 の系譜学の探求 は喫緊の課題ではないか と思

われ るよ うになった。その場合、 ヨーロ ッパルネサンス期 とい う歴史的背景のも

と、イエズス会の教育理念、 とりわ け教育実践の活動一各種学校の設立、運営並

・びに教育内容一を ヨーロッパ と東アジアとい う連続的、有機的な視点か らのアプ

ローチは避 けて通 らないであろ う。 そ うい う意味で、 これか らの作業 は、大き く

2い わ ゆ る 「西 力 東 漸 」 に よ る東 ア ジ ア 社 会 と文 化 の 変 容 に 関 す る研 究 は 、 ま さ に 枚 挙 に 暇

が な い 。 た だ し、 従 来 の グ ロ ー バ ル な 東 西 交 流 史 、 比 較 文 化 、 比 較 思 想 の 研 究 に 対 し て 、

近 年 、 そ う し た 大 き な 歴 史 背 景 の も と 、 東 ア ジ ア と い う特 定 な 地 域 空 間 に お い て 、 一 種 の

ロ ー カ ル な 知 識 体 系 が 新 た に構 築 さ れ た と い う歴 史 的 事 象 に 注 目 し、 問 題 提 起 す る 試 み が

な され た 。 例 え ば 、 李 天 綱 の 「十 六 、 十 七 世 紀 東 ア ジ ア に お け る 新 知 識 体 系 一 徐 光 啓 『海

防 迂 説 』 及 び イ エ ズ ス 会 士 ジ ョ ア ン ・ロ ド リ ゲ ス と の 関 係 」(国 際 研 究 集 会 「近 世 東 ア ジ ア

に お け る 多 様 な 方 向 性 」、2007年6月29日 、 弘 前 大 学 、 本 論 文 の 中 国 語 版 は 黄 愛 平 、 黄 興 涛

編 『西 学 与 清 代 文 化 』、 中 華 所 局 、2008年 所 収 、265～277頁)は 、 代 表 的 議 論 の ひ とっ だ と

言 え よ う。 だ が 、 そ れ に も か か わ ら ず 、 知 の 連 鎖 と い う角 度 か らイ エ ズ ス 会 の 教 育 理 念 と

そ の 実 践 活 動 と い う制 度 的 一 貫 性 と い う側 面 に 着 目す る よ うな 視 点 を 持 ち 合 わ せ て い な い

とい う の は 、 実 状 で あ る。

3TheJesuitCollegeinMacaoasameetingpointoftheEurope,ChineseandJapaneseMathematical

Traditions,L.Saraivaetc.ed.,TheJesuits,ThePadroadoandEastAsianScience(1552-1773),World

ScientificPublishingCo.Pte.Ltd,Singarpore,2008,P.330
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以 下 の 三 つ に 絞 っ て 展 開 して い く予 定 で あ る。

(一)16世 紀 に お け る 欧 州(と く に 南 欧)の 歴 史 的 ・社 会 的 背 景 、 イ エ ズ ス 会 の

教 育 理 念 と そ の 実 践 活 動 一 主 と し てCollegioRomano(Roma)、Col馮iodas

Artes(Coimbra),Col馮iodesantoAnt穉(Lisboa),UniversidadedeCoimbra,Universidade

deEvora,Col馮iodeStPauldeGoa,Col馮iodeStPauldeMacau一 と い っ た コ レ ジ オ

の歴 史 的 実 態 を 総 合 的 に 考 察 し、16世 紀 以 後 、 東 ア ジ ア に伝 播 され た 新 知 識 の 具 体

的 な 中 身 を 解 明 し点 検 して 、 そ の 史 的 意 義 を 再 確 認 し な け れ ば な ら な い 。

い わ ば 、 イ エ ズ ス 会 の創 始 者 イ グ ナ チ オ ・デ ・ロ ヨ ラ(1491～1556)は 、 彼 自身

の波 瀾 に 富 ん だ 体 験 に よ り、 会 の 発 足 当 初 か ら教 育 重 視 の 姿 勢 を 強 く 打 ち 出 して い

る。 そ れ は 、 イ エ ズ ス 会 の 会 憲(ConstitutionesSocietatisJesu)、 学 事 規 定(Ratio

studiorum)な ど制 度 的 側 面 だ け で な く、 学 校 の 設 立 と運 営 とい う実 際 の 教 育 実 践 か

ら も充 分 窺 い 知 る こ と が で き る。16～17世 紀 の 交 替 期 に お い て 、 イ エ ズ ス 会 が 延 べ

245の 学 校 を 運 営 して お り、第 五 代 目の 総 長(イ エ ズ ス 会 史 上 最 も長 く総 長 の 任=33

年11ヶ 月 を 勤 め た こ とで も知 られ る)ク ラ ウデ ィ オ ・ア ク ア ヴ ィ ヴ ァ(1581～1615)

が 亡 くな っ た 時 、そ の 数 は さ ら に372に 上 が っ た4。 そ の 中 で も っ と も 重 要 な の は 、

言 う ま で も な く 、 か の ロ ー マ 学 院(CollegioRomano)だ っ た の で あ る 。1551年 に創

立 され た ロ ー マ 学 院 は 、 ロ ヨ ラ の 特 別 な 計 ら い も あ っ て 、 忽 ち イ エ ズ ス 会 の も っ と

も重 要 な 教 育 機 関 と成 長 し た 。例 え ば 、ク ラ ス トフ ァ ー ・ク ラ ヴ ィ ウ ス(1537～1612、

ChristopherClavius、"丁 先 生")を は じ め 、 ク リス トフ ・グ リー ン ベ ル ガ ー(1561/64

～1636 、ChristophGrienberger)、 ク リス トフ ・シ ャ イ ナ ー(1575～1650、Chrisotoph

Scheiner)、 ア ナ ス タ シ ウ ス ・キ ル シ ェ ー(1601～1680、AnastasiusKircher)な ど 当

時 ヨー ロ ッパ で も 屈 指 の 教 授 陣 を 擁iし て お り、ガ リ レイ(1564～1642、GalilioGalilei)

も一 時 客 員 教 授 を務 め た こ とが あ る と い っ た 事 実 か らみ て 、 ロー マ 学 院 は 、 文 字 通

り 「世 界 の 集 約 」 と称 え られ た よ うに 、 当 時 世 界 で 最 高 な ア カ デ ミー 機 関 の ひ と つ

だ っ た の で あ る。 後 に東 ア ジ ア の 布 教 活 動 の 中 に お い て 名 高 いA・ ヴ ァ リニ ャ ー ノ

(范 礼 安)、 リ ッ チ 、 ア レー 二(艾 儒 略)、 ア ダ ン ・シ ャ ー ル 、マ ル テ ィ ー 二(1614

～1661 、 衛 匡 国)お よ び カ ル ロ ・ス ピ ノ ラ(CarloSpinola,1564～1622)な ど は 、 み

な ロ ー マ 学 院 の 学 生 だ っ た こ と も そ の 一 端 を 物 語 っ て い る5。

な お 、イ エ ズ ス 会 に と っ て 、コ イ ン ブ ラ 大 学 も ま た 重 要 な 教 育 機 関 の 一 つ で あ る。

そ も そ も1290年 創 立 さ れ た コ イ ン ブ ラ 大 学 は 、1540年 教 皇 パ ウル ス 三 世 か ら公 認 さ

れ た イ エ ズ ス 会 と は 無 縁 の 存 在 だ っ た が 、16世 紀 中 期 か ら 国 王 ジ ョア ン 三 世(King

Jo穉皿:,1502～1557)主 導 の 教 育 改 革 に よ っ て 、事 実 上 、 コ イ ン ブ ラ大 学 の 教 授 陣:の

4ウ ィ リア ム ・バ ン ガ ー ト著 、 上 智 大 学 中 世 思 想 研 究 所 監 修 『イ エ ズ ス 会 の 歴 史 』、 原 書 房 、

2004年 、126頁 。

5同 上 、129～130頁 、GianniCriveller(柯 毅 霖),PreachingChristinLateMingChina,RicciInstitute

forChineseStudies,1997(…E志 成 ほ か 訳 『晩 明 基 督 論 』、 四 川 人 民 出 版 社 、1999年 、 十 二 ～ 一

四 頁)な ど参 照 。
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多 くが 一 時 イ エ ズ ス 会 士 に 牛 耳 られ て い る 。 『名 理 探 』 の よ うに 、 後 に 幾 つ か の 重

要 な 漢 訳 西 学 書 の 底 本 が 、 当 時 コイ ン ブ ラ 大 学 の 各 種 教 科 書 で あ っ た と い う訳 は そ

こ に あ っ た の で あ る。そ うい う意 味 で 、ロ ー マ 学 院 、コ イ ン ブ ラ 大 学 を 起 点 と し て 、

イ エ ズ ス 会 は 、 ヨ ー ラ シ ア 大 陸 間 に お け る 巨 大 な 教 育 ネ ッ トワ ー ク(コ レジ オ 、 セ

ミナ リオ な ど)を 構 築 し、 東 西 の 知 的 往 還 運 動 を 担 っ て い た と言 っ て も よ か ろ う。

た と え ば 、 欧 州 以 外 に 、 イ エ ズ ス 会 が 設 立 し た 各 種 の 学 校 は 、 ブ ラ ジ ル に17ヶ 所 、

イ ン ド(ゴ ア とマ ラバ ー 管 区)に30ヶ 所 、 東 ア ジ ア(日 本 、 マ カ オ お よび 中 国)に

は10ヶ 所 に 上 が っ た6。 そ の 中 で 、 ゴ ア の 聖 パ ウ ロ 学 院 お よ び マ カ オ の 聖 パ ウ ロ 学 院

は 、 イ エ ズ ス 会 の ヨー ロ ッ.パ以 外 の 地 域 に お け る 最 も重 要 な 教 育 機 関 だ っ た の で あ

る7。
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(二)通 辞 ジ ョア ン ・ロ ド リゲ ス(Jo穉Rodoriguez,1561～1634,陸 若 漢)の 生 い 立

ち 、 と り わ け 日本 で の 学 習 、 成 長 過 程 へ の 考 察 に よ り、 イ エ ズ ス 会 の コ レ ジ オ の 教

育 実 践 の 活 動 を 捉 え 直 し、 再 評 価 し て み る。 そ し て 、 新 史 料 の 発 掘 を 軸 に 、 可 能 な

限 り、 彼 が マ カ オ に 追 放 され た 後 、 中 国 大 陸 で の 交 友 関 係 や 活 躍 ぶ りへ の 追 跡 に よ

っ て 、 新 知 識 体 系 の 構 築 に お け る 人 的 要 素 を 検 証 す る。
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四 、

かつて、杉本つ とむは、「北京学術慕情」とい うエ ッセイの締 めくくりに、次 のよ

うに書いてい る。「しか し、方以智 『物理小識』、沈括 『夢渓筆談』な ど、『解体新書』

との関連は密である。 日中比較検討 して も、明代、清代の中国理化学、科学関係書

の 日本近代化に与 えた恩恵は、また山よ りも高 く海 より深 しとただ感戴 の情 しき り

である」8。そのメタファー的な表現は さておいて、附図1の 示す よ うに、明末清初

期9に世 を問 うた漢訳西学書は、日本のみならず、広 く漢字文化圏の東アジア諸国に

も甚大な思想的な影響 を与えたのは、歴史の事実である。そ して、そ うした歴史的

事象 の背後 に、イエズス会をはじめとするカ トリック諸修道会の努力、とくにイエ

ズス会による各種 コレジオの設立 とい う教育活動があったのも明 らかである。いわ

ば、ローマ、 コイ ンブラを起点 とし、 ゴア、マカオ、そ して東アジア諸国への知の

ロー ドは、四百年前に繰 り広げ られ た知の往還運動の道順であろ う。その中で、「文

明の十字路」 としてのマカオが果た した役割は、極めて大きかった。そ うした視 点

か らの研究作業、 とくに多分野にわた る研究上のコラボレーションに大いに期待 で

きるものだと思 う。

8東 方 書店 月刊 誌 『東 方』、2006年12月 号。
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フ ェル ビー ス ト(FerdinandVerbfest、1623～1688、 南懐 仁)逝 去 の1688(康 熙二 十 七)年 ま

で を、 明末 清初 期 と して お く。
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附 図1. 附 図2.

出 典:(世 界 史 リブ レ ッ ト109)

岡 本 さ え 『イ エ ズ ス 会 と 中 国 知 識 人 』、

山 川 出 版 社 、2008年 。

出典:尾 原 悟 『「イ エ ズ ス会 日本 コ レジ ヨ
コ ンへ0ン テ"イ ウ ム

の講 義 要綱 』」1(キ リシタ ン研 究 第三 十

四輯)教 文館 、1997年
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